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○ 地域包括ケアシステムの中で、医療職をはじめとする多職種と連携・協働しながら、利用者の尊厳を旨とした自立支援に資す 
 るケアマネジメントを実践できる専門職を養成。 
○ 入口の研修である介護支援専門員実務研修を充実するため、任意の研修となっている介護支援専門員実務従事者基礎研修を介 
 護支援専門員実務研修に統合。 
○ 主任介護支援専門員に更新制を導入。 
○ 専門職として修得すべき知識、技術を確認するため、各研修修了時に修了評価を実施。 

実務従事者が対象 

研修制度の見直し（平成２８年度の研修※から） 

統合 

任意研修 

更  新  研  修 

※ 実務研修等は平成28年度の介護支援専門員実務研修受講試験の合格発表の日から、専門研修等は平成28年４月１日から施行。 

介護支援専門員（ケアマネジャー）の研修制度について 

１ 

※平成２６年６月２日告示公布（主任更新については平成２７年２月１２日公布）  



介護支援専門員に係る研修制度の見直し（平成２８年度～） 

ケアマネジャー 主任ケアマネジャー 

○ 地域包括ケアシステムの中で、医療職をはじ 
 めとした多職種との連携・協働 
 

○ 利用者の尊厳を旨とした自立支援に資する 
 ケアマネジメントの実践 

○ 地域や事業所内におけるケアマネジャーの 
 人材育成（スーパーバイズ機能の強化） 
 

○ 地域包括ケアシステムの構築に向けた地域 
 づくりの実践 

○ 自立支援に資するケアマネジメントを 
 実践できるよう、「ケアマネジメントのプ 
 ロセスの概観」、「サービス担当者会 
 議」の科目を新設するなど、ケアマネジ 
 メントプロセスに係る研修内容を充実。 
 

○ 地域包括ケアシステムの構築を踏ま 
 え、「地域包括ケアと社会資源」、「ケア 
 マネジメントに必要な医療との連携及び 
 多職種協働の意義」、「介護支援専門 
 員に求められるマネジメント（チームマ 
 ネジメント）」の科目を新設。 
 

○ より実践的な研修内容とするため、 
 「ケアマネジメントの展開」として演習時 
 間を確保。 

実務研修の見直し 

○ 専門職として自己研鑽し、ケアマネジ 
 メントを実践していく上で必要となる専 
 門的な知識・技術を修得するため、認 
 知症・リハビリテーションなどの事例を 
 活用した「ケアマネジメント演習」、「ケア 
 マネジメントに必要な医療との連携及び 
 多職種協働の実践」、「個人学習と相互 
 学習」の科目を新設。（専門研修Ⅰ） 
 

○ ケアマネジメントは居宅でも施設でも 
 共通であることを踏まえ、居宅と施設に 
 関わらず、自らの実践事例を活用する 
 ことにより、居宅と施設相互のケアマネ 
 ジメントにおける課題等を学ぶ事例研 
 究の時間を大幅に拡充。 

専門研修の見直し 

○ 「人事・経営管理」の科目名を「人材育成と業 
 務管理」に改め、事業所内や地域のケアマネ 
 ジャーに対する人材育成の方法等に関する研 
 修内容を充実。 
 

○ 地域包括ケアシステムの構築に向けた地域 
 づくりを実践するため、「コミュニティソーシャル 
 ワーク」の科目について、地域ケア会議等によ 
 る地域課題の把握・解決などの内容を充実。 
 

○ 地域づくりに必要なネットワークの構築を推 
 進するため、「ケアマネジメントに必要な医療と 
 の連携及び多職種協働の構築」の科目を新設。 
 

○ 主任ケアマネジャーの資質向上を図るため、 
 継続的な研修として「主任介護支援専門員更新 
 研修」を新たに創設。 
 

○ 研修受講要件に、地域づくりへの参画などの 
 実践経験を求める。 

主任介護支援専門員研修の見直し 

目標 目標 

２ 



研修課目（介護支援専門員実務研修） 時間 

講
義 

介護保険制度の理念と介護支援専門員 ２ 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の基本 ２ 

要介護認定等の基礎 ２ 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の基礎技術 

  受付及び相談と契約 １ 

アセスメント、ニーズの把握の方法 ２ 

居宅サービス計画等の作成 ２ 

  モニタリングの方法 ２ 

  実習オリエンテーション １ 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の展開技術 

相談面接技術の理解 ３ 

地域包括支援センターの概要 ２ 

演
習 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の基礎技術 

  
  

アセスメント、ニーズの把握の方法 ４ 

アセスメント、居宅サービス計画等作成演習 ６ 

居宅サービス計画等の作成 ４ 

介護予防支援（ケアマネジメント） ４ 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の展開技術 

  チームアプローチ演習 ３ 

意見交換、講評 １ 

実
習 

介護支援サービス（ケアマネジメント）の基礎技術に関する実習  

合計 ４４ 

研修課目（介護支援専門員実務従事者基礎研修） 時間 

講
義 

ケアマネジメントとそれを担う介護支援専門員の倫理 ３ 

ケアマネジメントのプロセスとその基本的考え方 ７ 

ケアマネジメント演習講評 ６ 

演
習 

ケアマネジメント点検演習 １４ 

研修を振り返っての意見交換、ネットワーク作り ３ 

合計 ３３ 

研修課目（新・介護支援専門員実務研修） 時間 

講
義 

介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント ３ 

ケアマネジメントに係る法令等の理解（新） ２ 

地域包括ケアシステム及び社会資源（新） ３ 

ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の意義
（新） 

３ 

人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理（新） ２ 

ケアマネジメントのプロセス（新） ２ 

実習オリエンテーション １ 

講
義
・
演
習 

自立支援のためのケアマネジメントの基本 ６ 

相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎 ４ 

利用者、多くの種類の専門職等への説明及び合意（新）  ２ 

介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマネジメン 
ト）（新）  

 ２ 

 ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術 

  受付及び相談並びに契約  １ 

  アセスメント及びニーズの把握の方法  ６ 

  居宅サービス計画等の作成  ４ 

サービス担当者会議の意義及び進め方（新） ４ 

  モニタリング及び評価  ４ 

実習振り返り  ３ 

ケアマネジメントの展開（新）  

  基礎理解  ３ 

  脳血管疾患に関する事例  ５ 

  認知症に関する事例  ５ 

  筋骨格系疾患と廃用症候群に関する事例  ５ 

  
内臓の機能不全（糖尿病、高血圧、脂質異常症、心疾患、呼吸
器疾患、腎臓病、肝臓病等）に関する事例 

５ 

  看取りに関する事例  ５ 

アセスメント、居宅サービス計画等作成の総合演習（新） ５ 

研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り ２ 

実
習 ケアマネジメントの基礎技術に関する実習 

合計 ８７ 

介護支援専門員実務研修の見直しについて 

任意研修で
あった実務従
事者基礎研修
を統合 

（＝実務研修
の充実） 

３ 



介護支援専門員専門研修の見直しについて 
研修課目（専門研修Ⅰ） 時間 

講
義 

介護保険制度論 ２ 

対人個別援助 ２ 

ケアマネジメントとそれを担う介護支援専門員の倫理 １ 

ケアマネジメントのプロセスとその基本的考え方 ３ 

保健医療福祉の基礎理解「高齢者の疾病と対処及び主治医との連携」 ４ 

保健医療福祉の基礎理解「社会資源活用」 ３ 

保健医療福祉の基礎理解「人格の尊重及び権利擁護」 ※ ２ 

保健医療福祉の基礎理解「リハビリテーション」   ※ ３ 

保健医療福祉の基礎理解「認知症高齢者・精神疾患」 ※ ３ 

サービスの活用と連携「訪問介護・訪問入浴介護」  ※ ３ 

サービスの活用と連携「訪問看護・訪問リハビリテーション」  ※ ３ 

サービスの活用と連携「居宅療養管理指導」     ※ ３ 

サービスの活用と連携「通所介護・通所リハビリテーション」  ※ ３ 

サービスの活用と連携「短期入所・介護保険施設」  ※ ３ 

サービスの活用と連携「介護保険施設・認知症対応型共同生活介護・ 
           特定施設入居者生活介護」  ※ 

３ 

サービスの活用と連携「福祉用具・住宅改修」    ※ ３ 

演
習 

対人個別援助技術（ソーシャルケースワーク） ９ 

合計 ３３ 

研修課目（専門研修Ⅱ） 時間 

講
義 

介護支援専門員特別講義 ２ 

介護支援専門員の課題 ３ 

「居宅介護支援」事例研究  ※１ ６ 

「施設介護支援」事例研究  ※２ ６ 

演
習 

サービス担当者会議演習 ３ 

「居宅介護支援」演習    ※１ ６ 

「施設介護支援」演習    ※２ ６ 

合計 ２０ 

研修課目（専門研修Ⅰ） 時間 

講
義 

介護保険制度及び地域包括ケアシステムの現状 ３ 

対人個別援助技術及び地域援助技術 ３ 

ケアマネジメントの実践における倫理 ２ 

ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の実践
（新） 

４ 

個人での学習及び介護支援専門員相互間の学習（新） ２ 

講
義
・
演
習 

ケアマネジメントにおける実践の振り返り及び課題の設定 １２   

ケアマネジメントの演習（新） 

  リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例 ４ 

  看取り等における看護サービスの活用に関する事例 ４ 

  認知症に関する事例 ４ 

  入退院時等における医療との連携に関する事例 ４ 

  家族への支援の視点が必要な事例 ４ 

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例 ４ 

  
状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設
サービス等）の活用に関する事例 

４ 

研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り
（新） 

２ 

合計 ５６ 

研修課目（専門研修Ⅱ） 時間 

講
義 介護保険制度及び地域包括ケアシステムの今後の展開 ４ 

講
義
・
演
習 

ケアマネジメントにおける実践事例の研究及び発表（新） 

リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例 ４ 

看取り等における看護サービスの活用に関する事例 ４ 

認知症に関する事例 ４ 

入退院時等における医療との連携に関する事例 ４ 

家族への支援の視点が必要な事例 ４ 

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例 ４ 

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設
サービス等）の活用に関する事例 

４ 

合計 ３２ 

※３課目を選択して受講 

※１か※２を選択して受講 
４ 



主任介護支援専門員研修の見直しについて 

研修課目 時間 

講
義 

主任介護支援専門員の役割と視点 ５ 

ケアマネジメントとそれを担う介護支援専門員の倫理 ３ 

ターミナルケア ３ 

人事・経営管理 ３ 

サービス展開におけるリスクマネジメント ３ 

地域援助技術（コミュニティソーシャルワーク） ３ 

対人援助者監督指導（スーパービジョン） ６ 

事例研究及び事例指導方法 ５ 

演
習 

地域援助技術 ３ 

対人援助者監督指導 １２ 

事例研究及び事例指導方法 １８ 

合計 ６４ 

研修課目 時間 

講
義 

主任介護支援専門員の役割と視点 ５ 

ケアマネジメントの実践における倫理的な課題に対する支援 ２ 

ターミナルケア ３ 

人材育成及び業務管理 ３ 

運営管理におけるリスクマネジメント ３ 

講
義
・
演
習 

地域援助技術 ６ 

ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種協働の実現
（新） 

６ 

対人援助者監督指導 １８ 

個別事例を通じた介護支援専門員に対する指導・支援の展開 ２４ 

合計 ７０ 

研修課目 時間 

講
義 

介護保険制度及び地域包括ケアシステムの動向（新） ４ 

講
義
・演
習 

主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支援の実践（新） 

リハビリテーション及び福祉用具活用に関する事例 ６ 

看取り等における看護サービスの活用に関する事例 ６ 

認知症に関する事例 ６ 

入退院時等における医療との連携に関する事例 ６ 

家族への支援の視点が必要な事例 ６ 

社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例 ６ 

状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービスや施設サー
ビス等）の活用に関する事例 

６ 

                                      合計 ４６ 

主任介護支援専門員更新研修として創
設 

５ 


